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＜連絡事項＞
・なし
＜患者様の連絡事項＞
・戸賀沢　潔様～お姉様（次姉）から外出について、1/3　9：00～17：00の希望が聞かれており申請しています。外出中は、人混みへの外出は控えて頂きたい事を説明し、実家で過ごすと返答頂いています。
・坂本　福子様～本日村井様来院し、本人のキャッシュカードを返却頂いています。

＜要注目患者様＞
・戸賀沢　潔様～朝食前に「乾燥機があと5分くらいであくから100円下さい」との事で100円渡している。朝食後、1階にいるコメディカルスタッフより自動販売機で飲み物を購入しているとの電話が病棟に入り本人へ確認。フリースのポケットから自動販売機で購入した飲み物を出し、「前に使ってた人ので乾燥したから100円余ったんだよ」と話しています。洗濯代の使用方法と今までの病棟ルール不遵守、断りなく病棟を離れた事に関して振り返りを行なっていますが、「それ3時のおやつね」と立ち去り反省している様子は見られません。本人の状態について主治医へ情報提供し、正月の外出も含めて検討の為御家族へ連絡の指示受け実施しています。お姉様からは、1/3に自宅へ外出させると返答受けています。
・沼端　恵子様～深夜帯にて布団まで汚染する多量失禁見られています。介入への不機嫌さはなく、日中の上機嫌で独語と放歌続いています。飲水行動は目立ちませんが、要求は頻回です。引き続き体重測定だけではなく、隠れ飲水に注意して観察していきましょう。

・角濱　義弘様～本日1回目の認知行動療法実施。認知行動療法を行う前に現在の心理状況を確認する。易抑うつ症状尺度（ＱＩＤＳ-Ｊ）を実施、4点にて実施する事とした。認知行動療法は、考え方の癖やものごとの捉え方を修正していく手助けであるため、必ず良くなると言ったものではない事を伝え了承する。

　　　　　　　　10:00頃より、御家族と連絡が取れず、父母の状況が分からない事から不安感の訴えあり。自分で知人や弟様へ連絡し状況確認していますが、確認後から更にマイナス思考著しく、不安感増強し切迫感見られています。スタッフと話しをしたいと希望していますが、話の聞き入れが出来ず文字も書けないほど動揺している様子見られることから、13：00クエチアピン（25）1T内服。
・小笠原　文人様～呂律不良や滅裂な発言聞かれて、眼光の鋭さ見られていますが、奇異行動は目立たず経過しています。介入へも不機嫌さはなく、時間を要しながらも説明に聞き入れ出来ています。本人から4階の部屋に戻りたい、薬を自己管理に戻したいなどの要求聞かれていますが、現在の状態を本人と振り返る事で現状のまま預かり・3階の居室とすることで納得されています。他者とトラブルにならないよう、観察していきましょう。
